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4.情報拠点としての図書館の充実

社会的な潮流と課題

平成22年文部科学省に「国民の読書推進に関
する協力者会議」が設置され、読書環境の現状分
析や読書意識を高める取り組みの検討が行われる
など、国をあげて読書活動の推進に取り組む契機
となりました。
さらに、図書館を取り巻く社会環境の変化とし
て電子書籍の台頭が顕著となっています。
令和元年には「読書バリアフリー法」が制定さ
れ、図書館においても障害のある人たちも読書し
やすい環境を整備することが求められています。
令和２年からは新型コロナウイルス感染症対策
に伴い、非来館型、非接触型サービスが求められ
るようになり、図書館運営は大きく変化しました。
令和３年には「著作権法の一部を改正する法律」
が公布され、２年以内には保証金支払いが義務付
けられたうえで、著作権の一部分において図書館
の蔵書を電子データ化し、利用者にメールで送信
できるようになります。
静岡県でも「読書県しずおか」を掲げ、読書推
進に取り組んでいます。今後の課題としては、読
書を通じて文化の向上に努め、人に優しいまちづ
くりのために、赤ちゃんから高齢者までの生涯に
わたる学びを支える読書活動の推進をさらに高め
ていくことです。

解決に向けた町の取り組み

町民の知への要求が高まり、知的要求を満たす
手段が多様化してきたことで、図書館に求められ
る役割や機能が変化してきました。また、感染症
対策にも留意が必要となりました。
町では、平成25年の函南町立図書館のオープ
ンと同時に、「読書のまち・かんなみ」を宣言し
ています。
また、読書の支援だけでなく、問題解決に必要
な資料・情報の提供、蔵書資料の有効活用等学習
活動支援も行っています。加えて、広報紙・図書
館ホームページ・館内特集展示等を通じて、積極
的に情報発信を行っています。地域資料のデジタ
ル化を進め、図書館ホームページでの公開も行っ
ていきます。
「子どもの読書活動の推進に関する法律」の施
行を受けて策定した「函南町子どもの読書活動推
進計画」に基づき、ブックスタート※1事業、おは
なし会、小中学校児童生徒の図書館見学及び中学
生・高校生の職場体験等を実施し、学校との連携
も図っています。
また、「障害者差別解消法」の施行を受けて町
では、障害者及び高齢者を対象とした「図書館資
料宅配サービス」を開始し、一層のサービスの充
実を図っています。

基本方針

	⁃ 知識と情報の拠点として図書館機能を活用し
た、生涯学習機会の提供と充実を図ります。

	⁃ 利用者からの様々なニーズに応じて、問題解決
に必要な資料を収集し、情報提供に努めます。

	⁃「函南町子どもの読書活動推進計画」に基づき、
図書館と学校・地域・家庭との連携を強化し、
推進体制の整備・充実に努めます。

	⁃ ボランティア等に活動の機会や場所を提供して
いくとともに、協力体制を強化し、活動の支援
を行います。加えてボランティアのスキルアッ
プを目的とした研修を開催していきます。

	⁃ 多世代交流の場として、他機関と連携し、交
流の場を提供していきます。

	⁃ 快適な利用環境を維持していくとともに、急
速に進んでいる情報媒体の多様化に対応でき
るようシステムの整備を図ります。併せてデ
ジタル情報サービス提供の可能性について、
調査・研究を進めます。

施策の基本方向

（1）	資料収集・除籍方針に基づいた計画的な蔵
書構築

（2）	赤ちゃんから高齢者まで、様々なニーズに
合わせた図書館サービスの充実

（3）	他機関と連携し、地域に必要な情報の発信
（4）	効率的な管理システムの構築と環境整備
（5）	図書館資料の電子情報化の推進
（6）	ボランティア活動の支援

主要事業

	▼ 図書館資料の収集・保存と情報提供

	▼「函南町子どもの読書活動推進計画」事業の推
進

	▼ ライフステージに合わせた読書活動の推進

	▼ 図書館資料の電子情報化の推進

協働の視点

図書館ボランティアに登録し、積極的に参加しま
しょう。
ルールやマナーを守って図書館を利用しましょ
う。

めざす目標

図書館の児童図書の蔵書冊数
（12歳以下の子ども 1人あたり）

現状数値（令和2年度）・ ・・・・ 9.4冊
目標数値（令和８年度）・・・・ 10.0冊

図書館貸出カードの登録者の図書館利用率

現状数値（令和2年度）・ ・・・ 58.5%
目標数値（令和８年度）・・・・ 60.0%

高校生連携事業（寄せ植え） 図書館見学

読書のまち・かんなみ宣言

読書は、わたしたちの心を豊かにし、人生をより深く生きるための知恵をもたらしてくれます。読
書を通じて、文化の向上につとめ、人にやさしいまちをつくりましょう。生涯にわたり、読書を楽
しむ人があふれるまちをめざして、函南町はここに、「読書のまち・かんなみ」を宣言します。

•	親子や家族、みんなで本を読みましょう。
•	保育園や幼稚園の子どもたちは、絵本とともだちになりましょう。
•	児童や生徒は、たくさん本に親しみ、読書習慣を身につけましょう。
•	地域のことを知り、人生を深く味わうために、本から学びましょう。
•	町ぐるみで、読書に親しむ環境を作りましょう。

平成25年4月　函南町

※1 ブックスタート：乳幼児相談などの機会に、絵本をひらく楽しい「体験」と「絵本」をセットでプレゼントする活動。
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5.スポーツ・レクリエーションの推進

社会的な潮流と課題

スポーツは、人格の形成・体力の向上・健康長
寿の礎であるとともに、地域の活性化やスポーツ
産業の広がりによる経済的効果等、明るく豊かで
活力に満ちた社会を形成するうえで欠かすことが
できません。
しかし、令和２年、新型コロナウイルス感染症
の出現は人々の生活に大きな影響をもたらしまし
た。特に感染リスクが高いとされるスポーツは、
様々な制限を強いられ、活動もままならない状態
が続き、スポーツの機会が奪われました。各区で
は運動会等の行事も中止され、地域をつなぐス
ポーツの機会が減り、地域社会の希薄さに拍車を
かけ、スポーツのもたらす喜びや楽しさを共に感
じる機会が減少しています。
今後は、新型コロナウイルス感染症の動向を踏
まえつつ、地域をはじめ、人々がスポーツをしや
すい環境、活動の機会を提供し、スポーツを盛り
上げていくことが必要と考えられます。また、こ
の機会に、新たなスポーツの形の構築も求められ
ます。

解決に向けた町の取り組み

町では、「グラウンドゴルフ大会」、町スポー
ツ推進委員会との連携による「ペタンク大会」や
「ニュースポーツ大会」等を開催しています。
「スポーツのまち函南」宣言に基づき、赤ちゃ
んから高齢者・障害のある人まで、様々なスポー
ツに関わることができるような場の提案、提供を
目指し、函南運動公園を始めとした既存の体育施
設を、より効率的に活用していくことが期待され
ています。
一年遅れとなりましたが、国内で開催された東
京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の
日本人選手の活躍に、国内でのスポーツへの関心は
高まっています。魅力あるスポーツの推進や、トッ
プアスリートを目指す人材の育成を目指します。

基本方針

	⁃ スポーツ・レクリエーションのための整備を
行い、町民・民間が施設を利用しやすい環境
づくりに努めます。

	⁃ スポーツ推進計画に基づき、アクションプラ
ンの達成を目指します。

	⁃ スポーツを「する・みる・ささえる」を醸成さ
せるプログラム作成に取り組みます。

	⁃ ニュースポーツの体験教室・大会を開催し、
ニュースポーツの推進・普及を行います。

	⁃ 函南運動公園を利用したイベントを実施します。
	⁃ 函南町スポーツ推進計画後期計画（令和元年

度～令和５年度）の目標達成に向け、スポー
ツの推進を図ります。

施策の基本方向

（1）	既存体育施設等の効率的・効果的な維持、
管理

（2）	スポーツ活動の充実

主要事業

	▼ 函南町スポーツ推進計画アクションプランの
実行

	▼ 体育施設整備事業の促進

	▼ 町民参加型スポーツイベントの充実

協働の視点

生涯にわたりスポーツを楽しめる環境をつくりま
しょう。
町民ひとり１スポーツの実現を目指しましょう。

めざす目標

運動公園利用者数

現状数値（令和元年度）・・・ 40,650人
目標数値（令和８年度）・・・ 50,000人

「スポーツのまち函南」宣言

わたくしたち函南町民は、スポーツの振興を図り、スポーツを愛し、健康でたくましい心と体をつ
くり、夢と希望のある、明るく元気なまちづくりを積極的に進めるため、ここに「スポーツのまち
函南」を宣言します。

1	 スポーツに親しみ、赤ちゃんから高齢者・障がいのある人まで、健康で元気に生活できる、
生涯スポーツのまちを目指します。

2	 スポーツを楽しみ、夢や目標に向かって努力する心を育み、青少年健全育成のまちを目指し
ます。

3	 スポーツに励み、日本や世界に向けたトップアスリートを目指す人材を育成し、夢と希望の
あるまちを目指します。

4	 スポーツを広げ、支え、世代間・地域間の交流を図り、明るく活力あふれるまちを目指します。

函南町はここに「スポーツのまち函南」を宣言します。

平成28年11月６日 函南町

駅伝練習会

ニュースポーツ体験教室

グラウンドゴルフ大会
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6.芸術・文化の振興と文化財の継承

社会的な潮流と課題

芸術・文化は、社会情勢の変化に伴い、学術・
教育的な役割や価値、地域活性化、観光資源とし
ての役割など、様々な需要が生じています。その
魅力の向上や周知を図ることで、教育、まちづく
り、観光等に生かしながら、保存、活性化、そし
て後世への継承が求められています。
一方、少子・超高齢化や単身世帯の増加等の影
響により、地域コミュニティの衰退と芸術・文化
の担い手不足が指摘されています。

解決に向けた町の取り組み

芸術・文化に親しむための環境整備、活動支援
の推進が重要であり、町に住む人々が愛着と誇り
をもてるような行事の充実に努め、サークル活動・
自主的活動を通して、芸術・文化を創造する機会
の充実を図る必要があります。
町内には多くの文化遺産が点在し、我が国の歴
史・文化を理解するうえで重要なものも含まれて
います。それら文化財・文化的資源を指定文化財
または登録文化財として保護し、活用を図ってい
ます。
なお、文化財の調査研究、保存、公開活用の責
務を果たすには専門的な知識と経験が必要となっ
ています。

基本方針

	⁃ 町民の文化活動が活発に行われるよう、文化
施設や文化団体・企業等、文化を支える様々な
主体が活動しやすい、環境づくりを進めます。

	⁃ 仏の里美術館等の活用により芸術・文化を継
承します。

	⁃ 仏の里美術館を案内するボランティアガイド
の養成・活用を行います。

	⁃ 文化財保存活用地域計画の策定にかかる検討
を進めます。

施策の基本方向

（1）	芸術・文化活動の育成の推進
（2）	かんなみ仏の里美術館を始めとする各種生

涯学習施設の維持管理
（3）	郷士芸能・伝統行事への支援
（4）	各種イベントの開催
（5）	文化財の指定・登録・保護
（6）	文化財にかかる資料の収集、調査、研究及

び成果の公開
（7）	文化財の維持管理に要する費用の一部補助
（8）	所有者または管理団体による文化財活用事

業への支援等

主要事業

	▼ 地域の伝統文化の継承と育成及び支援事業

	▼ 指定文化財の保存整備事業

	▼ 文化財付随施設の改修・整備

	▼ 指定文化財解説看板の多言語化サインの整備

	▼ 静岡県GISシステムの活用促進

協働の視点

ふるさとの宝である文化財を守り、継承し、後世
に伝えていきましょう。
文化活動へ参加し、人の和を広げましょう。
文化活動の成果を発表する場に積極的に参加しま
しょう。

めざす目標

仏の里美術館入館者数

現状数値（令和元年度）・・・・・・17,666人
目標数値（令和８年度）・・・・・・25,000人

かんなみ仏の里美術館 資料展示室

重要文化財「木造阿弥陀如来及両脇侍像」

かんなみ仏の里美術館

県指定有形文化財「木造薬師如来坐像」
　　　　　　　　　「木造十二神将立像」

町指定天然記念物「火雷神社断層」 町指定民俗資料「桑原西国三十三所観音霊場」


